
二ュ ー ス を『切ぷ-'に
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分かりやすく伝える方法

みなさんは普段、自分が初めて見聞きした事を

周囲の人に伝えるとき、どのように伝えますか？

例えば、スマ ー トフォンのLINE （ライン）で友人に伝えるとき、いつ (when) 、どこ

で (where) 、誰が (who) 、なぜ (why) 、どのように (ho w) 、何をしたか

(what) という「5W1H」を意識的・無意識的に使っていると思います。

これは、新聞記事を書くときの基本中の基本で「本記」と呼ばれる記事で 

す。ですが、これだけではなく、他にもさまざまな方法で 伝え たいことを相手に 

伝わりやすいよう、多面的に書くことができ るのです。記事のほか、視覚を訴え

る意味でビジュアルとして写真やグラフ、表や図解で出来事を分かりやすく伝

える方法もあります。

新聞を意識して読んでみてもらうと分かると思います。今回は、新聞記事に 

はいろんな種類があ ることを、ここでご紹介いたします。例を挙げると分かり

やすいと思いますので、私が過去に書いた記事を末尾に付けましたので、後ほ 

ど照らし合わせながら見てみてください。　　　　　　　　　　　（編集・制作：工藤恵）










